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　 リ エ ン トラ ン トス ピ ン グラ ス を示 す不規則 Au − 15at ％ Mn 合金 の X 線散漫散乱 強度 を測定

し ， そ の 解析か ら ， Mn 原子 の 局所配列 を再現 した 。 そ の 構造の 特徴は ，
　Mh 原子 同志の 2ndn ．n ．

連結が発達 し て い る こ と で あ っ た 。 こ の構造 を基に Ising　spin 系を導入 し，そ の 磁 性に つ い

て 考察 し た。そ の 結果 ， Mn 原子 の 局所構 造を反映 して ， 強磁 性的な環壊 が強 い こ とがわ か っ

た 。 さら に ， フ ラス トレ
ー

シ ョ ン 下に ある ス ピ ン が 見 られ ， こ の ス ピ ン が ，強磁 性 が 失われ て

ス ピ ン グラ ス が 現わ れ る要因 とな っ て い る と考 え られ る 。

4． メ チ ル ア ル コ
ー

ル の 遠赤外吸収 の

　　測 定 とそ の ア サ イ ン メ ン ト

岩　下 　智　明

　メ チ ル ァ ル コ ール は ， 遠赤外領域 に複雑な回転 ス ペ ク トル を もつ 。遠赤外 レ
ーザ ー

媒質と し

て 用い られ ， また ， マ イ ク ロ ウ ェ
ーブ か ら中赤外 の 領域まで ，回転吸収 ス ペ ク トル の 測定 とそ

の ア サイ ン メ ン ト も，
い くっ か報告 され て い る 。 そ れ らに よ っ て ，

エ ネル ギ
ー

準位 の 理論計算

も行 え るよ うに な っ て きた 。 しか し ， ま だ アサ イ ン メ ン トされ て い な い 吸 収線 も多い 。

　こ こ で は ， メチル ァ ル コ
ー

ル の 4 つ の 同位体 CH30H ，　 CH3　OD ，　 CD
，
OH ，　 CD

，
　OD に っ

い て ， 遠赤外領域 15 − 70　cmr 　
i

， 分解能約 0．2cm
　1

の 吸収ス ペ ク トル の 測定 を行 い ，

一方 ， 理

論計算 に よ り吸収ス ペ ク トル を求め ， それ らを比較 して ， 実験 で得た ス ペ ク トル の ア サ イ ン メ

ン トを行 っ た 。

　実験 と計算で 異なる所 もあ るが，多 くの 吸収線は対応 を付け る こ とがで きた 。各同位体に っ

い て ， 約 30 本の 吸 収線が ア サ イ ン メ ン トされ た 。

5． X 線熱散漫散乱波 の 回折

大　矢 　康 　裕

　結晶格子 の 熱振動に よ っ て 生 じた X 線熱 散漫散乱 （TDS ）が ， 同 じ結晶の 網平 面 に よ っ て

回折 され る と ，
Kossel 線に 類似 の 回折線が生 じ る こ とは理論的 実験 的に 明 らか に な っ て い る。

し か し ， 回折線の 定量的測 定は決 して 十分で は な い 。本実験 で は ， 写真法に よ る X 線 TDS の
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